
灘

宗

の
教

學

襲

達

に
就

て

⇔

伊

藤

古

鑑

(
醐
)

道
安
の
入
寂
後
十

六
年

に
し
て
鳩
摩
羅
什
は
北
方
長
寮

へ
來
朝
せ
ら
れ
た
。
帥

ち
挑
秦
の
弘
始
三
年
十
二
月
二
十

日
(皇
紀
一
②
六
二
)
で
あ

つ
て
馬
そ

の
弟
子
の
僧
叡
が
書

い
た
『
大
品
経
宇
』
に
「
弘
飴
三
年
歳
次
星
紀
冬
十
二
月
二
十
日

至
講長
安

噂」
(翼

正
藏
響

第
紅
+
颪
倦
電
三
丁
)
と
あ
る
か
ら
確
實
と
云
は
淑
ぱ
な
ら
澱
。
羅
什
は
轟
蕪
國
の
人

で
、
幼
少
の

時
に
出
家
し
て
煽
賓

に
行
き
、
盤
頭
達
多
に
遇
ふ
て
『
阿
含
』
を
受
け
、
そ
れ
よ
ら
西
域
の
諸
地
方
を
歴
遊
し
て
小
乗

敷
を
學
ぴ
、
更
に
須
利
耶
蘇
摩
に
從

つ
て
『
中
論
』
『
百
論
』
を
學
び
、
終
に
大
乗
経
論
を
研
究
し
て
盛
名
を
馳
せ
た
人

で
あ

つ
π
。
秦
正
娩
興
の
招
き
に
磨
じ

て
長
安

に
入
参
、
西
明
閣
、
及
び
遣
遙
園
で
課
経
に
從
事
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
翻
謬

の
輕
論

は
『
出
三
藏
記
集
』
第

二
に
は
三
十
二
部
三
百
絵
巻
と
云
ぴ
、
『
歴
代
三
寳
記
』
第
八
に
は
九
十
八
部
四

百
二
十
五
巻
と
云
ひ
、
『
大
唐
内
典
録
』
第
三
『
古
今
謬
経
圖
記
』
第
三
に
も
、

こ
れ
を
踏

襲
し

て
居
る
や
う
に
思
は
れ

る
、
『
開
元
繹
教
鋒
』
第
四
に
は
こ
れ
を
刷
正
し
て
七
十
四
部
三
百
八
十
四
巻
と
し
て
居
る
。
而
し
て
翻
課
の
圭
な
る

も

の
は
¶
大
品
般
若
纒
.』
四
十
巷
、
『
小
品
般
若
経
』
十
巻
、
『
大
智
度
論
』
一
百
巻
を
始
め
、
『
中
論
』
『
十

二
門
論
』
『
百

論
』
『
金
剛
般
若

経
』
『
維
摩
経
』
『
首
樗
嚴
三
昧
経
』
の
如
き
で
あ

つ
て
、
そ
の
他

『
法
華
経
』
と
か
『
成
實
論
』
と
か
云
ふ

癒
繁

の
…教
學
慶

趣

に
就

い
て

(
一
)



、轄
宗
の
教
學
登
蓮
に
就
い
て

(二
)

愈

の
も
翻
鐸
せ
ら
れ
て
居

る
が
、
大
醗

に
於
て
羅
什

ば
龍
樹
提
婆

の
般
若
塞
宗

に
厨
す
る
人
と
云

は
ね
ば
な
ら
臓
。

而
し
て
前

の
道
安
と
同
じ
思
想

の
入
で
、
寧
ろ
そ
れ
を
學
的
に
進
め
π
と
云
ふ

こ
と
が
出
來
る
。
帥
ち
遣
安
に
は
未

だ
論
部

の
研
究
と
云
ふ
も
の
が
な
か

つ
た
が
羅
什
に
至

つ
て
は
論
部
を
翻
謬
し
、
論
部
を
研
究
し
控
か
ら
で
あ
ら
う

と
思
は
れ
る
。
」

(
=
)

次

に
羅
什
の
輝
経
に
勢
す
る
翻
課

は
『
出
三
臓
記
「集
』
第
二
に
、

一
、
『
菩
薩
呵
色
欲
経
』
一
巻

二
、
『
藤
法
要
解
』
二
巻
賊
趣
輝

三
、
『縄
輕
」
三
巻
㌫

瀦
講

驚

・

,
四
、
麗

法
要
』
三
轟

畿

盤

月

の
四
部
九
巻
を
出
だ
し
、
歴
代
三
寳
記
第
八
に
は
更
に
、

五
、
『
隙
秘
要
経
』
三
巻
親
鰯
麟
却
載
撫
経

六
、
愚

惟
要
略
蕪

』
一
轟

撫

の
二
部
四
巻

を
加

へ
て
居
る
。
而
し
て
現
に

『
大
藏
経
』
の
中

に
牧
め
ら
れ
て
居

る
も
の
は
『
藤
秘
要
法
纏
』
三
巻
、

『
坐
灘

三
昧
経
』
二
巻
、
『
菩
薩
詞
色
欲
扶
輕
』
一
巻
、
『
灘
法
要
解
』
二
巻
、
『
思
惟
要
略
法
』
一
霧
の
五
部
九
巻

で
あ

つ

2



て
、
共
に
『
大
正
藏
…経
』
第
十
五
巻
に
牧

め
ら
れ
て
居

る
o

先
づ
『
藤
秘
要
法
経
』
に
就
て
は
『
開
元
繹
敷
録
』
に
依

つ
て
見
る
と
、
羅
什
謬

の
外
に
支
謙
謬
と
曇
摩
蜜
多
課
と
が

あ

っ
た
と
云
ふ
け
れ
ど
竜
、
現
存
の
竜
の
は
羅
什
謬
と
し
て
傳
は
つ
て
居

る
。
し

か
し

】
説
に
は
現
存

の
羅
什
謬
を

以

で
羅
什
課
に
あ
ら
ず
、
多
分

は
曇
摩
蜜
多
課
田

の
竜

の
で
あ
ら
う
と
云
は
れ
て
居
る
。
(註
一
)ま
た

一
説
に
は
『
出

三
藏
記
集
』
の
羅
什
鐸
の
下
に
『
灘
法
要
』
三
巻
と
あ
る
は
、

≧
れ
『
灘
秘
要
法
経
』
を
指
し
禿
竜
の
で
、
現
存

の
羅
什

課
は
そ
れ
に
當

る
で
あ
ら
う
と
云
ふ
説
竜
あ
あ
る
。
(註
二
)要
す
る
に
此

の
『
灘
秘
要
法
纏
』
は
課
者
に
竜
異
論
あ
う
、

ま
だ
其
の
内
容
竜
充
分

に
纒
裟

つ
禿
も
の
と
は
思

へ
な

い
。
先
づ
現
存
の
『
灘
秘
要
法
経
』
に
就
て
内
容
を
云
ふ
な
ら

ば
、
三
十
種
の
観
法
を
・説
き
、
終
幽
に
得
阿
羅
漢
逡
の
観

法
と
行
者

の
用
心
と
を
説
ひ
て
居
る
。
帥
ち
三
十
種
の
観

法
と
は
、
第

一
に
不
浮
観
、
第
二
に
自
骨
襯
、
第
三
に
津
賦
噺
塊
槻
、
第
四
に
縫
脹
膿
血
観
、
第
五
に
薄
皮
観
、
第

六
に
厚
皮
鍛
聚
観
、
第

七
に
游
泥
濁
水
観
、
第
八
に
新
死
想
観
、
第
九
に
具
身
想
観
、
第
十
に
節
節
解
観
、
第
十

一

に
白
骨
流
光
観
、
第
十
二
に
九
十
八
使
境
界
観
、
第
十
三

に
結
使
根
本
観
、
第
十
四
に
易
観
法
、
第
十
五
に
四
大
観

(己
上
上
巻
)
第
十
六
に
四
大
補
想
観
、
第
十
七
に
身
念
腱
観
、
第
十
八
に
十
色
不
浮
槻
、

第
十
九
津
観
佛
三
昧
灌
頂
法

第

二
十
に
歎
息
観
、
第
二
十

一
に
暖
法
観
、
第
ご
十
二
に
頂
法
観
、
第
二
十
三
に
助
頂
法
方
便
槻
、
第
二
十
四
に
身

火
大
観
、
第
二
十
五
に
身
火
大
無
我
観
、
第
二
十
大
に
正
翻
得
須
陀
痘
道

(
已
上
中
雀
、
第
二
十
六
観

は
下
巻

に
亙

る
)
第
二
十
七
に
向
斯
陀
含
火
大
微
妙
観
、
第
二
十
八
は
無
く
、
第
二
十
九
に
得
斯
陀
含
濫
、
第

三
十
に
得
阿
那
含

照
…宗
の
…教
撃
嚢
達
に
就
い
て

(
三
)

3



面
葛
示
の
…教
醜
護
柚達
に
就
い
て

(四
)

遣
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
最
後
に
得
阿
羅
漢
道
を
墨
げ
、
更

に
藤
法
修

行
者

の
用
心
を
読

い
て
居

る
が
℃

今
乏
の

一

纏
に
就
て
深
く
考

へ
て
見
る
と
、
第

一
よ
り
第
十
八
ま
で
は
不
浄
観
そ
の
も
の
を
読
明
し
て
、
そ

の
観

法
の
進
,展
を

示
し
π
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
而
し
て
不
浄
観

の
目
的
は
負
欲
を
封
治
す

る
に
あ
る
の
で
、
そ
の
績
果
は
寅

欲
を
表
ケ
自
心
を
清
浄
に
持
尤
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
故

に
自
己
の
罪
障

を
除
く
方
法

と

し

て
、

第
十
九
の
観
佛
三

昧
、
第

ご
十

の
歎
息
観
と
な

つ
力
謬
で
あ
ら
う
。
績

い
て
観
法
の
進
展
は
第
二
十

一
巳
下
の
観
法
と
な

り
、
慶

法
頂

を
得
、
更
に
四
向
四
果
の
階
梯
を
説
明
し
て
、
最
後

の
得
阿
羅
漢
遣
に
及
ん
で
居
る
。
故
に

一
経
の
内
容

は
極
諮

て

坐
藤
観
法
の
順
序

を
微
細

に
設

い
て
居
る
の
で
、
終
始

一
貫
常
に
不
漂
観

を
基
調
と
し
て
進
み
、
不
浮
観
は
溝
論
働
に

逡
展
し
q
更
に
浄
も
不
浮
も
な
き
塞
相
懸
の
心
境
界

に
到

つ
て
始
め
て
不
浄
観

の
目
的
は
達
せ
ら

れ

だ

と

濁
ぷ
の

で
、
経

の
絡
動
に
は
察
観

を

い
ろ
く

の
方
面
よ
り
読

い
て
居

る
が
、
要

は
空
、
無
柑
、
無
願

の
三
塞
、門
に
結
蹄

し

て
居
る
や
う
に
思
ふ
。
し
か
し
塞
と
云
ふ
て
竜
大
乗
的
で
は
な
く
、
得
阿
羅
漢
道
の
範
園
を
、出

で

鳳

も

の

㌧
や
う

で
、
維
の
全
燈
を
蓮
じ
て

は
小
乗
的
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
澱
。
第
十

一
の
白
骨
流
光
観

の
と
Z
ろ
、
或
は
最
獲

の
室
観
の
と
こ
ろ

に
は
、
翼
如
と
か
如
實
際
と
か
云
ふ
て
大
乗
的
の
読
明
竜
あ
る
が
、
そ
れ
は

一
少
部
鼓
で
あ

0
て

論
ず
る
に
是
ら
顧
。
(註
三
)
樹
ぼ
之
の
経
を
讃
ん
で
不
審
に
思

つ
セ

の
は
、

四
種
の
維
典
を
纏

め
て

一
経
の
逡
継
を

付
げ
兎
も
の
で
は
な
か
ら
5
か
と
思

は
れ
る
黙
で
、

第

一
に
王
舎
城
迦
蘭
陀
竹
園
に
於
て
摩
訂
迦
綺
羅
難
陀
の
爲

め

に
第

一
養
蚤
第
十
《
ま
で
の
不
瀞
親
を
読

い
た
と

こ
ろ
、
第
二
に
含
衛
國
砥
樹
給
孤
濁
園
に
於
て
灘
難
提
の
爲
め
に



第
十
九
観
佛
三
昧
、
第

二
十
数
息
窺

を
示
し
π
と
こ
ろ
、
第
三
に
含
衛
國
の
多
羅
聚
落

に
於
て
繋
直

迦
の
総
め
に
第

二
十

一
よ
り
第
ミ
十
ま
で
の
暖
法
観
乃
至
得
阿
那
含
道
を
読
き
陀
る
と
こ
ろ
、
第
四
に
含
衛
國
砥
樹
給
孤
猫
園
に
於

て
阿
祇
蓬

多
の
爲
め
に
得
阿
羅
漢
道
を
説
き
、
行
者
の
用
心
を
示
し
π
と
こ
ろ
と
に
匿
肘
す
る
之
と
が
出
來
る
ひ
要

す

る
に
亙
れ
等
は
悉
く
「
如
是
我
聞
」
に
始
ま

つ
て
各

々

一
経
の
薩
裁
を
残
し
、
中
巻
に
於
て
は

「
蒋
翻有
後
世
愚
療
衆

生
、
僑
慢
貢
高
邪
悪
衆
生
"、
欲
菖坐
鰯
一者
、
從
鳳初
邊
綺
羅
陀
観
法
㌦

及
畠藤
難
提
観
像
之
法
n、
復
當
レ學
.瞼
薬
礒
拠
地

丘
所
観
之
法
.(『
大
正
蔵
経
』
第
+
菰
巻
二
筑
九
丁
)
と
云
ひ
、
下
巻
に
於
て
は
、

爾
時
長

老
阿
難
、
帥
從
》坐
起
、
自
γ佛
言

世
奪
、
如
來
初
爲
菖迦
稀
羅
難
陀
噛、
読
。不
漂
門
一、
爲
呂輝
難
提
比
丘
～
謙
昌

数
息
法
一、
爲
躇阿
砥
達
一読
昌四
大
観
一、
如
『是
衆
多
微
妙
法
門
、
云
何
受
持
、
當
以
呂何
名
"宣
昌示
後
世
鱒、♂佛
告
ロ阿
難
..、

此
経
名
。縄
法
秘
要
齢、
亦
名
魯白
骨
観
門
"、
亦
名
昌次
第
九
想
一、
亦
名
昌雑
想
観
法
㌦

亦
名
鳳
阿
那
般
那
方
便
"、
亦
名
菖

次
第
四
果
相
購、
亦
名
腐分
別
境
界
一、
如
レ是
受
持
愼
勿
凱忘
失
㍉

(『
大
正
藏
纒
』第
+
王
巻
二
六
七
丁
)

と
云
ふ
て
四
種
の
経
典
を
纒

め
、
そ
れ
に
依

つ
て

一
経
全
膿
の
名
目
を
立
て
た
竜

の
＼
や
5
に
思

は
れ
る
。

(
三
)

次

に
『
坐
麗
三

昧
経
』
に
就
て
云

へ
ば
、

一
名
を
『
菩
薩
麗
法
経
』
と
去
ひ
、
或

は
軍
に
『
麗
…輕
」
と
も
「
灘
法
要
」
と
も

去
ひ
、
ま
疫
「
阿
蘭
若
脅
慮
経
』
と
も
云
ム
て
居
る
。
し
か
し
『
歴
代
三
寳
記
』
第
八
に
は
別
に
『
阿
蘭
芯
習
灘
法
経
駄
ご

巻
を
墨
げ
て
『
坐
灘
三
昧
経
』
と
同
本
異
出
の
如
く
云
ひ
、
ま
禿
同
第
十
に
は
求
那
蹟
陀
羅
謬

の
『
阿
蘭
若
.薇
藤
趣
ら
二

噸
宗
の

峰
嚇鋸
逡
皿に
就
い
て

(瓢
)

翼
嗣
、



藤
紬
示
の
教
學
憂
蓬
に
就
い
て

(六
)

巻

も
あ

つ
π
と
云
ぷ
て
居
る
が
、
共
に
之
れ
は
誤
蚤
で
(註
四
)『
開
元
繹
敷
錬
』
第
十

三
に
も
左

の
如
く
云
ム
て
居
る
。

右
群
録
中
、
復
有
昌阿
蘭
若
習
輝
法
経
二
巻
鴨、
云
與
轟坐
灘
三
昧
輕
一同
本
異
課
、

亦
云
禺羅
什
法
師
所
出
鱒、
尋
8閲
文

句
"首
末
全
同
、
但
爲
殊
財名
分
成
。爾
部
一、
既
非
鵠別
課
来

7可
昌璽
行
一(『
大
正
藏
継
』第
露
+
五
巻
六
二
二
丁
)

『
坐
輝
三
昧
経
』
の
内
容
に
關
し
て
は
『
出
三
臓
記
集
』
第
九
に
牧
め
ら
れ
て
居
る
僑
叡

の
『
關
中
出
輝
経
序
』
に
依

つ

て
見
る
と
、

麗
法
者
向
γ道
之
初
門
、
泥
滋
之
漆
径
也
、
此
土
先
出
騰修
行
大
小
十

二
門
大
小
安
般
一、
錐
昌是
其
事
既
不
昌振
悉
一、

又

無
昌受
法
輔、
學
者
之
戒
蓋
閾
如
也
、
究
摩
羅
法
師
以
昌辛
丑
之
年
十

二
月
二
十
日
暢、
自
昌姑
藏
一至
。長
安
一、
予
帥
以
昌其

月
二
十
六
日
一從
受
8灘
法
.・、
既
蒙
翻啓
受
"、
乃
知
學
有
昂成
准
一法
有
昌成
條
"、
首
樗
嚴
経
云
、
入
在
昌山
中

一學
y澄
、
無

r師
渣
絡
不
"成
、
是
其
事
也
、
尋
蒙
7抄
蹴撰
衆
家
灘
嬰
輪得
昌此
三
巻
"、
(髄
五
)初
四
十
三
偶
是
究
摩
羅
陀
法
師
所
ぴ造
、
}

後
二
十
偶
是
馬
鳴
菩
薩
之
所
レ造
也
、
其
中
五
門
是
婆
須
蜜
、
僑
伽
羅
叉
、
海
波
嘱
、
僑
伽
斯
那
、
勒
比
丘
、
馬
鳴

羅
陀
藤
要
之
中
、
抄
菖集
之
一所
γ出
也
、
六
畳
中
偏
、
是
馬
鳴
菩
薩
修
"習
之
騨、
以
羅
呂六
畳
一也
、
初
観
鶴婬
怒
擬
相
及

其
三
門
嚇、
皆
俗
伽
羅
叉
之
所
レ撰
也

、
息
門
六
事
諸
論
師
説
也
、
菩
薩

習
灘
法
中
、
後
更
依
昌持
世
経
一盆
昌十

二
因
縁

一
巻
要
解
二
巻
一…
…
…
出
路此
輕
一後
、
至
昌弘
始
九
年
閏
月
五
日
重

求
8捨
校
一、
儂
ヨ初
受
之
不
γ審
、
差
γ之

一
毫
、
將

有
昌千
里
之
降
へ

詳
而
定
レ之
、
藪
復
有
γ所
γ正
、
既
正
既
備
無
8間
然
"夷
(『
大
正
藏
経
』第
五
+
五
巻
六
王
了
)

と
云
ふ
て
居
る
。
故
に
こ
の
序
交
に
依

つ
て
云
ム

な

ら

ば
、

『
坐
藤

三
昧
経
』
は
梵
本
が
あ

つ
拠
と
云
ふ
課
で
は
な

/
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い
、
み
な
印
度
に
於
け
る
輝
観
に
關

す
る
読
を
集

め
て
、
そ
れ
を

一
書
と
し
て
翻
鐸
し
、
弟
子
の
僑
叡
に
授
け
π
も

の
で
あ
る
。
即
ち
始
め
羅
什
が
弘
始
三
年
十
二
月
二
十
臼
に
長
安

に
着
し
、
そ
の
月
の
二
十
六
日
に
僧
叡

は
縄
法
を

受
け
、
そ
の
翌
年
正
月
五
日
に
は
、

こ
の
『
坐
藤
三
昧
輕
』
を
繹
鋤
し
、
(註
六
)
更
に
同
九
年
閏
月
五
日
に
重
ね
て
校

正

し
た
竜
の
が
現
存
の
『
坐
藤

三
昧
輕
』
二
巻

の
や
う
で
あ
る
。
そ

の
内
容
は
始
め
に
小
乗
の
五
停
心
観
よ
り
説

い
て
四

灘
四
定
、
四
無
量
心
、
得
五
通
の
課
程
を
経
て
、
四
念
庭
四
善
根
、
無
漏
十
六

心
、
四
向
四
果
、
辟
支
佛
、
菩
薩
の

五
種
法
門
等
を
説
き
、
最
後
に
行
者
の
用

心
を
畢
げ
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
良
く
小
乗
灘
と
大
乗
麗
と
を
融
合
せ
し

め
て
、
灘
観
修
行
の
憂
腱
を

一
貫
せ
し
め
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
恐
ら
く
藤
経
中
の
第

一
位
に
置
く
べ
き
も
の
で

あ
ら
う
。
今
更

に
其
の
内
容
を
深

く
槍
討
し
て
見
る
な
ら
ば
、
最
初

の
四
十
二
偶
は
究
摩
羅
陀

の
作
、
最
後
の
二
十

偶

は
馬
鳴

の
作
で
あ
り
、
そ
の
中
間
の
五
門
π
る
治
貧
欲
法
門
、
治
瞑
悉
法
門
、
治
愚
痴
法
門
、
治
思
畳
法
門
、
治

等
分
法
門
の
中
、
前

の
三
門
は
不
澤
観
、
慈
心
概
、
因
縁
観
で
あ
つ
て
、
僑
伽
羅
叉

の
所
読
を
課
し
た
も
の
と
云
は

れ
て
居
る
。
僑
伽
羅
叉

は
俗
伽
羅
刹

の
こ
と
で
、
元
、
明
の
『
大
藏

纒
』
に
は
『
坐
灘
三
昧
経
』
の
題
號
の
次
ぎ
に

「
僧

伽
羅
刹
造
」
と
明
記
し
て
居

る
が
、
し
か
し

一
脛

の
全
謄
が
僧
伽
羅
刹

の
作
で
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
作

者
と
し
て
墨
げ
る
の
は
悪

い
。
然
し
て
こ
の
僧
伽
羅
刹
は
『
修
行
遣
地
経
』
の
撰
者
尤
る
僧
伽
羅
刹
で
あ
る
か
と
云
ふ

こ
と
も
、
.爾
経
の
内
容

か
ら
槍
討
し
て
見
る
必
要
が
あ
ら
う
と
思
ふ
。
(註
七
)
次
ぎ

に
五
門
の
中
の

第
四
門
は
藪
息

観
で
あ
釦
、
第
五
門
は
念
佛
観

で
あ
る
が
、
そ
の
中

に
於
て
特

に
歎
息
観
を
細
羅
し
、
六
妙
門
、
十
六
特
勝
、
六
豊

諏
宗
の
教
學
糞
蓮
に
就
い
て

(
七
)

7



藤
宗
の
…教
學
獲
蓬
に
就
い
て

(
八
)

を
も
読
明
し
て
居
る
。
六
畳
と
は
六
妙
門

の
最
初

の
数

に
於
て
六
種
の
悪
畳
作
用

(謎
八
)
を
除
く
之
と
で
、

之
の
六

畳
を
羅
せ
る
偶

は
馬
鳴
の
作
と
云
ひ
、
ま
た
六
妙
門
と
て
歎
、
随
、
止
、
観
、
韓
、
降
の
六
事

は
諸
論
師

の
詮
、
そ

の
他
の
五
門
の
説
明
は
多
く
婆
須
蜜
等
の
麗
要
か
ら
抄
集
し
た
竜
の
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

已
上
の
五
門
の
説
明
は
『
坐
藤
三
昧
経
』
の
上
巻
に
於
け
る
所
明
で
、

こ
れ
を
悉

く
欲
界
定
に
屡
す

る
藤
観
で
あ
る

か
ら
、
更
に
下
巻
に
於
て
は
色
界
に
進
ん
で
初
麗
を
學
び
愛
欲
を
呵
棄
せ
な
け
れ
ば
な
ら

風
と
示
し
、
そ
れ
よ
ら
向

上
し
て
色
界
の
四
灘
、
無
色
界
の
四
定
を
説
明
し
、

之
れ
等
の
地
々
に
於

て
慈
悲
喜
捨

の
四
無
量
心
観
を
修
し
、
五

通
を
學
ぺ
と
云
ひ
、
そ
の
中
特
に
第

一
の
紳
足
通
の
み
を
説
明
し
て
・
飴
通
は
『
摩
詞
術
論
』
に
説
く
が
如
し
と
結
ん

で
居

る
が
、
更
に
無
漏
の
観
智

の
進
展
を
説

い
て
四
念
腱
観
、
四
諦
十
六
行
相
観
に
依
ウ
四
善
根
位
を
示
し
、
見
溢

十
六
心
よ
釦
四
向
四
果
を
明
か
し
て
最
後
の
阿
羅
漢
果
ま
で
を
読
き
、
辟
支
佛
よ
り
菩
薩
の
藤
観
に
ま
で
及
ん
で
居

る
。
・即
ち
菩
薩
の
藤
観
は
本
脛
の
特
に
意
を
用
ゆ
る
と
こ
ろ
で
、
前
の
五
門
遊
る
念
佛
観
、
不
浄
観
、
慈
心
観
、
因

縁
観
、
歎
息
観
を
明
か
し
、
特
に
因
縁
観
を
細
繹
し
て
十
ご
因
緑
と
塞
、
十

二
因
縁
と
四
諦
、
四
諦
と
三
十
七
秤

の

道
品
と
の
關
係
等
を
読
明
し
て
居
る
が
、
要
す
る
に
此
の
菩
薩

の
五
種
澱
親

は
、
前

の
五
門
と
同
じ
名
目
で
あ
る
け

れ
ど
竜
、
そ

の
読
明
の
内
容
に
至

つ
て
は
大
に
淺
深
が
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
帥

ち
前
者

は
小
乗
灘
で
あ
ウ
、

今

は
大
乗
藤
で
あ

つ
て
、
同
じ
五
種
法
門
を
基
調
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
大
小
乗
の
灘
親
を

一
系
統
の
中

に
融
合
せ
し

め
て
居
る
観

が
あ

つ
て
、
非
常
に
注
意

せ
な
け
れ
ば
な
ら

漁
と

之
ろ
で
あ
ら
う
と
思

は
れ
る
。
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(
凹
)

羅
什
の
灘
経
の
五
部
あ
る
中
、
『
灘
秘
要
法
経
』
と
『
坐
灘
三
昧
経
』
と
の
内
容
を
説
明
し
た
が
、
次
ぎ

の

『
菩
薩
諏

色
欲
法
纒
』

は
女
色
を
叱
呵
し
た
経
典
で
、
三
百
飴
掌
の

一
小
経
拠
過
ぎ
風
。
吹
ぎ
の
『
麗
法
要
解
』
は

二
巻

あ

つ

て
、
『
囎
元
繹
鍛
r録
』
第
四
に
は
担
渠
京
聲
の
と

こ
ろ
に
、

輝
法
要
解
二
霧
謹

韻
灘
雛

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
歴
代
三
寳
記
』
第
九
の
錯
誤
か
ら
摩
π
竜
の
で
、
沮
渠
京
雌
謬
は
『
治
灘
病
秘
要
纏
『
二
巻

(『
大

磁
藏
経
』第
+
五
巻
三
三
三
了
)と
云
ひ
、
羅
什
謬

の
『
灘
法
要
解
』
と
は
同
本
で
は
な

い
。
そ
の
内
容

は
五
門
の
灘
観
を
畢
け

て
居
る
が
、
そ
の
中
特
に
不
浄
観
、
慈
心
観
淀
依

つ
て
、
四
麗
酋

無
色
定

へ
と
進
ん
で
行
く
麗
観

の
槽
梯
を
示
し
噸

最
後
に
礎
化
、
天
耳
、
他

心
、
宿
命
、
天
眼
の
得
五
通
を
細
繹
し
て
居
る
や
う
に
思
ふ
。
次
ぎ
の
『
思
惟
略
要
法
』
は

『
出
三
藏
記
集
』
に
載
せ
て
な

い
か
ら
、
丈
献
上
よ
蚤
し
て
羅
什
謬
の
確
謹
に
乏
し

い
、
却

つ
て
『
出

三
藏
記
集
』
に
嵐

安
世
轟

の
と
≧
う
に
『
思
惟
聾

暮

難

灘
と
あ
る
か
ら
、
安
世
高
謬
と
し
た
方
が
良

い
か
竜
知
量

、
し
か
し

現
存

の
竜
の
は
謬
語
、
内
容

か
ら
云
ふ
て
安

世
高
謬
と

は
信
じ
ら
れ
な

い
。
そ

の
内
容
は
四
無
量
観
法
、
不
津
魏
法

自
骨
観
法
、
観
佛
三
昧
、
生
身
観
法
、
法
身
観
法
、
十
方
諸
佛
観
法
、
観
無
量
壽
佛
法
、
諸
法
實
相
観
法
、
法
華

三

一昧
観
法
の
十
種
で
あ
つ
て
、
何
れ
竜
簡
輩

な
叙
述
で
あ
る
が
、
相
互

の
蓮
絡
}を
敏
き
、
内
容

の
見

る
べ
き
竜
の
ば
な

い
。
強

い
て
云

へ
ば
後
の
三
種
観
法
に
於

て
大
乗
灘
観
の
特
色
を
磯
揮
し
拠
と
云
ふ
位
に
過
ぎ
諏
。∂

面
　宗

の
教
學
蚕
逡

に
就

い
て

(
九
)

咳



颪
捗
添
の
…教
學
糞
達
に
就

い
て

(
一
〇

)

●

巳
上

に
於
て
羅
什
三
藏
の
翻
繹
せ
し
灘
経
の
内
容
を
悉
く
述
べ
畢

つ
た
の
で
あ
る
が
、
更

に
そ

の
思
想
の
全
膣
を

概
論

す
る
な
ら
ば
、
彼
れ
は
第

一
に
有
ら
ゆ
る
灘
観

に
統

一
を
付
け
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
『
坐
灘
三
昧
脛
』
は
印

度
及
び
西
域
地
方
に
行
は
れ
て
居

た
輝
観
に
關
す

る
説
を
集
め
た
も
の
と
云
は
れ
る
が
、
そ
の
内
容

は
凡
夫
外
道

の

藤
と
佛
弟
子
小
乗
の
灘
と
菩
薩
大
乗

の
藤
と
の
三
種
で
あ
る
。
凡
夫
外
遣
の
灘

は
欲
界
色
界
無
色
界
の
灘
で
あ
つ
て

得
五
通
を
究
覧
と
し
、
佛
弟
子
小
乗
の
麗

は
四
善
根
四
向
四
果
の
麗
で
あ

つ
て
得
阿
羅
漢
道
を
究
覧
と
し
、
菩
薩
大

乗

の
藤

は
諸
法
實
相

の
灘
で
あ

つ
て
無
上
佛
避
を
究
寛
と
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
羅
什
三
藏

は
こ
れ
等
を
巧

み
に
統

一
し
π
と
云
ふ
こ
と
を
認

め
ね
ば
な
ら
澱
。
第

二
に
有
ら
ゆ

る
灘
観

は
五
門
の
暉
を
以
て
墓
調
と
し
た
と
云

ふ
こ
と
で
あ
る
。
帥
ち
大
小
乗
共
に
五
門
の
灘
観
を
基
調
と
な
し
、
終
始

一
貫
し
て
居
る
之
と
で
、
『
坐
藤
三
昧
経
』

に
於
て
特
に
見
ら
れ
、
『
患
惟
略
要
法
』
に
於
て
も
十
種
の
観
法
を
五
門
の
慮
観
に
配
當
す
る

こ

と

が

出

來
る
と
思

ふ
。
(註
九
)
第
三
に
五
門
の
暉
観
の
中
に
於
て
特
に
不
浄
観
と
数
息
観
と
の
二
甘
露
門
を
以
て
主
と

し

て
居
る
こ
と

で
、
不
浮
観

は
『
藤
秘
要
法
経
』
『
灘
法
要
解
』
に
於

て
廣
説
し
、
歎
息
観
は
『
坐
灘
三
昧
経
』
に
於
て
細
繹
し
て
居

る
や

う
に
思
は
れ
る
が
、
し
か
し
≧
れ
は
從
來
の
灘
観
者
が
等
し
く
取

つ
遊
態
度
で
、
別
に
羅
什

の
み
に
局
ら

粗
の
で
あ

る
。
羅
什
と
し
て
特
に
注
意
す
べ
き
は
念
佛
観
、
因
縁
観

の
力
説
で
は
な
か
ら
う
か
。
彼
れ
が
観
佛
三
昧
と
か
、
生

身
観
法
、
法
身
観
法
、
諸
佛
観
法
、
観
無
量
壽
佛
法
と
か
云

へ
る
如
き
は
念
佛
観
で
あ
幽
、
『
坐
縄
三
昧
経
』
に
於
け

る
菩
薩

の
藤
観

に
は
困
縁
観
を
細
繹
し
、
ま
た
『
思
惟
略
要
法
』
の
諸
法
實
相
観
竜
因
縁
よ
卦
読
き
起
し
て
、
畢
覧
空
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無
所
有
を
詮
顯

し
て
居
る
が
、

≧
れ
は
彼
れ
が
大
乗
藤
を
鼓
吹
し
た
結
果
に
依
る
竜
の
で
あ
ら
う
。
第
四
に
彼
れ
は

曝
塞
を
力
説
し
禿
こ
と
で
・
不
浄
観

は
食
欲
を
除
去
せ
ん
が
爲

め
の
観

法
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
彼
れ
が

『
輝
秘
要
法

経
』
『
思
惟
略
要
法
』
に
於
て
、
自
骨
槻
等
を
特
に
高
唱
し
泥
と
云
ふ
こ
と
は
、
畢
覧
空
を
説
か
ん
が
爲

め
で
は
な
か

ら
う
か
。
ま
た
因
縁
観

を
細
繹
し
た
の
も
、
そ
の
結
蹄
す
る
と
≧
ろ
は
縁
生
無
性

の
道
理
を
詮
顯
す
る
爲
め
で
、
室

思
想
に
外
な
ら
鳳
竜
の
と
思
ふ
。
第
五
に
實
相

に
卦
す
る
思
想
で
、
素
よ
φ
彼
れ
の
實
相
観

は
塞
の
異
名
に
過
ぎ
な

い
け
れ
ど
竜
、
兎
に
角
、
實
相
観
ま
で
言
及
せ
や
う
と
し

た
態
度

は
見
遁
が
し
て
な
ら

澱
と
思
ふ
。
即
ち

『
坐
灘
三

昧
経
』
に
於
て
も
「
摩
詞
術
中
諸
法
實
相
、
實
相
不
γ可
γ破
、
無
レ有
8作
岩
鱒、
若
可
γ破
可
γ作
此
非
魯摩
詞
術
一」
(『大
正
藏
経
』

第
+
五
巻
二
八
四
丁
)と
云
ひ
、
『
患
惟
略
要
法
』
に
於
て
も
「
是
法
不
γ在
レ内
不
ゾ在
レ外
、
若
在
γ内
不
γ慮
雪待
昌外
因
縁
・生
ガ、
若

在
y外
則
無
γ所
γ住
、
若
無
「所
γ住
亦
無
昌生
滅
一、
塞
無
所
有
清
澤
無
爲
、
是
名
昌婬
怒
擬
實
相
観
鱒也
」
(同
上
三
〇
Q
T
)
と
云

ム
て
居

る
如
き

は
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
羅
什

三
藏
は
龍
樹
提
婆

の
塞
思
想
に
屡
す
る
翻
課
家

で
、
そ

の
藤
観

の
思
想
竜
彼
れ
が
欝
課
せ
し
般
若
の
纏
論
等

に
關
聯
し
て
研
究
せ
な
け
れ
ば
な
ら

顧
必
要
が
あ
ら
う

け
れ
ど
も
、
今

は
略
し
て
置

く
。

(
五
)

羅
什
三
藏
が
關
中
に
勢
力
を
得
て
、
良
く
諸
家
の
灘
観
を
融
合
統

一
し
、
畢
覧
塞
無
所
有

の
空
思
想
を
詮
顯
せ
ら

れ
漕
藤
経
め
實
修
と

云
ふ
こ
と
を
勘
め
ら
れ
禿
の
に
封
し
て
、
南

方
慧
遠

の

一
派

ば
專
ら
佛
駄
蹟
陀
羅
所
謬
の

『
達

灘
宗
の
教
農
糞
達
に
就
い
て

(
一
一
)

'艦1



蘇
擦
の
鍬
糧
駿
蓬
忙
蹴
い
て

(
三

)

磨
多
羅

灘
輕
』
(『大
正
藏
経
』第
+
五
懸
ミ
o
O
丁
)
に
依

つ
て
脅
輝
を
観

い
た
篭
の
＼
や
う
で
あ
る
。
佛
駄
蹟
陀
羅
は
迦
維

羅
衛

の
汰
、
少
よ
参
佛
択
先
に
就
て
業
を
受
け
、
束
晋
の
義
熈

二
年

(皇
組
一
〇
六
六
)
長
安
に
着

し
、
羅
什
三
藏
に
遇

ふ

て
互
ひ
に
法
門
を
談
合
し
禿
と
云
ふ

こ
と
で
あ
る
。
時

に
羅
什

は
六
十
三
、
佛
駄
践
陀
羅

は
四
十
八
の
年
少
で
は

あ

つ
た
が
、
羅
什
に
向

つ
て
去
ム
に
は
、
「
君
所
ぴ繹
不
γ出
昌人
意
"、
而
致
昌高
名
荷

耶
」
と
問

ひ
、
羅
什
は
答

へ
て
「
吾

年
老
故
爾
、
何
必
能
稔
昌美
談
」
と
云
つ
禿
と
『
出

三
藏
認
集
』
第
十
四
、
『
高
僧
傳
』
第
二
等
に
…口
て
居
る
。
羅
什
の
門

下
三
千
、
常

に
宮
閾
に
出
入
し
て
居

π
の
に
、
佛
駄
践
陀
羅
は
猫
う
艀
を
守
ウ
、
衆
と
共
に
せ
な
か

つ
た
の
で
、
四

方

の
徒
、
習
灘
の
爲
め
に
來
る
竜
の
が
多
か
つ
だ
と

云
ふ

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
佛
駄
践
陀
羅

は
羅
什

の
徒

の
爲
め
に

彊
斥
せ
ら
れ
、
南
方
慧
遠

の
招
き

に
鷹
じ
て
、
弟
子
慧
観
等
四
十
絵
人
と
共
に
疲
山
に
行
き
、
『
達
磨
多
羅
灘
経
』
を

魏
鐸
t
て
顧
観
を
勘
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
『
達
磨
多
羅
灘
経
』
の
課
出

は
佛
駄
蹟
陀
羅
に
取

つ
て
最
も
重
要
な
Z
と

匹

ぜで
、
彼

れ
が
長
安
か
ら
濱
斥

さ
皿
た
時
に
「
但
恨
鵠懐
抱
未
ワ申
、
以
爲
昌慨
然
茸

」
と

云
ふ
た
の
は
、
こ
の
灘
経
の
翻
課

を
脂
し
た
略
の
で
あ
ら
う
。
故
に
南

方
盧

山
に
入

つ
て
先
づ
本
來
の
意
志
を
果

泥
し
、
灘
観

の
弘
宣

に
カ
め
穴
の
で

あ
る
。
而
し
て
こ
の
『
達
磨

多
羅
輝
経
』
の
内
容

は

一
部

二
巻
十
七
品

で
あ

つ
て
、
歎
息
、
不
浄
、
界
、
四
無
量
、
五

鑑

,
六
入
、
十

二
因
縁
の
七
観
を
説

い
て
居
る
が
、
特
に
歎
息
観
、

不
澤
観

が
大
牛
を
占
め
、
小
乗
の
五
門
の
灘
観

勘
明
し
控
も
の
と
見
る
こ
と
が
出

摩
る
。

こ
れ
に
就

て
は
既
に
本
誌
上
に
於

て
述
べ
泥
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
今
は
賂

L
て
置
く

ヒ
之
に
せ
や
う
。
(註
+
)そ
の
他
、
佛
駄
践
陀
羅

の
翻
課
と
し
て
は
『
出
三
藏
記
集
』
第
二
に
十
部
六
十
七
巻
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乏
云
ひ
、
『
大
唐
偽
典
録
』
弟
三
な
は

一
十
五
部

一
百

一
十
五
儘
と
云
ひ
、
『
開
元
繹
敢
録
』
第
三
に
は

一
十
三
部
二

百

ご
十
貌
巻
と
云

へ
る
中
、
特
に
灘
経
思
想
と
し
て
見
ら
る
べ
き
も
の
は
『
観
佛
三
昧
海
輕
』
十
霧
(駐
+
一
)
で
窃
る
が
、

そ
の
杓
溶
は
六
醤
品
、
序
観

地
品
、
観
相
品
、
観
佛
心
品
、
観

四
無
量

心
品
、
観

四
威
儀
品
、
観
馬
王
藏
品
、
本
行

品
、
観
像
晶
、
念
七
佛
品
、
念
十
方
佛
品
、
観
佛
密
行
品

の
十
二
品
に
分
か
れ
て
居
て
、
父

王
閲
頭
檀
、
嬢
母
橋
曇

彌

等
の
嬬
め
に
観
佛
三
昧
恥
住
し
、
以
て
解
脱
を
得
べ
き
こ
と
を
敷

へ
π
竜
の
で
、
佛
身
の
相
好
及
び
功
徳
等
暫
想

念
観
擦
彫

控
も
の
で
あ
る
か
ら
、
五
門

の
灘
凱

の
中

に
於
て
念
佛
観
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
而
か
も
念
佛
観

に
鴫
生
身
鷹
身
観
あ
う
、
法
身
實
相
観

あ
少
、
蓮
観
あ
参
別
槻
あ
る
が
、
今
は
特
に
大
乗
の
念
佛
三
昧
を
高
唱
し
て

居
る
や
う
に
思
ふ
。

我
今
禮
L

佛
鱒即
禮
昌
一
切
佛
幡軸

若
思
昌惟

一
佛
噛即
見
昌
一
切
佛
助見
菖
一
一
佛
・前
有
・
一
行
者
一、

接
「足
爲
「禮

皆

是

己

身
、
若
以
昌
一
華
一供
菖養
佛
一時
、
當
γ作
畠是
念
輌、
諸
佛
法
身
功
徳

無
量
、
不
柱
不
壊
湛
然
常
安
、

我
今
以
y華
奉
y献
謡

諸
佛
"、
瀬
彿
受
γ之
、
作
菖是
念
齢己
復
當
『起
"想
、
我
所
レ執
華
從
魯草
木
一生
、
持
昌此
供
養
一可
γ用
3擬
想
'云
云

(『
大
正
藏
狸
』

糖
+
近
巻
訳
画
五
丁
)

と
云
ひ
、
華
香
の
蓮
心
供
養
濯
読

い
て
、
上
は
諸
佛
に
供
じ
下
は

一
切
に
施
す
と
云
ふ
廣
大
無
邊

の
供
養
を
示
し
、

禰
鷺

無
相
れ
瀦
鋸
し
.
笙

義
空

'5
と
云
ひ
、
更
に
「
遊
・此
室

者
、
諸
佛
力
故
、

心
不
ヴ著
・室
、
於
・未
來
堂

、
賞

戒
昌凋
藩
接
羅
三
親
三
菩
提
駕

尊不
退
轄
し

と
敬
へ
ら
れ
て
居
る
。
要
す
る
に
佛
駄
激
柁
羅
拡
大
小
乗
の
難
堵
で
あ
つ

聾
琢

驚

蓬

蓋

い
て

(
三

)
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輝
宗
の
…教
學
漫
蓬
に
就
い
て

(
一
四
)

て
、
『
六
十
華
嚴
』
の
如
き
を
翻
繹

し
力
程
の
人
で
あ

つ
尤
が
、
し
か
し
詮
た
『
摩
詞
偲
砥
律
』
四
十
巻
竜
翻
課
し
、
持

律
堅
固
に
し
て
寧
ろ
手
近
き
實
際
の
灘
観
を

一
般

の
者
に
指
導
せ
ら
れ
禿
も
の
＼
や
う
に
思

は
れ
る
。

(
六
)

羅
什
三
藏
に
依
っ
て
關
中

の
藤
経
尤
る
『
坐
灘
三
昧
経
』
魏
課
せ
ら
れ
、
佛
駄
蹟
陀
羅
三
藏
に
依

つ
て
雇
山
の
藤
脛

た
る
『
達
磨
多
羅
藤
輕
』
翻
謬
せ
ら
れ
、
共
に
灘
経
を
實
修
す
る
方
面
が
鼓
吹
せ
ら
れ
、
≧
＼
に
習
灘
者
の
績
出

を
見

る
や
う
に
な

つ
禿
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
時
代
の
先
鵬
者
と
も
云
は
る
べ
き
人
は
、
晋

の
太
興
(皇
紀
肋
饒

)
の
末

に

竺
僧

顯
が

あ

つ
て
、
「
疏
食

諦
7経
、

業
γ灘
爲
y勢

、
常
濁
5慮
山
林

一頭
8陀

人
外

噂、

或

時
歎

日

入
び藤

、

亦

無
昌飢

食
し

と
云

は
れ
、
晋
の
太
元
(皇
且

。。
無

)
の
末
に
は
潅

光
が
あ
釦
、
竺
曇
猷
が
あ

つ

て
、
斐

山
中
石
室
に
在

つ
て

安
藤
し
、
毒
蛇
猛
獣
を
下
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
帥

ち
「
忽
大
風
雨
、
群
虎
號
鳴
、
光
於
目山
南
●・、
見
昌
一
石
室
一、

伽

止
昌其
中
噸安
灘
合
掌
云
云
」
と
云
ひ
、
或

は
「
有
菖猛
虎
歎
十
"、
踵
在
昌猷
前
嚇、
猷
諦
γ脛
如
γ故
、

一
虎
濁
睡
、
猷
以
鶴如

意
唱釦
昌虎
頭
・、
問
何
不
γ蕪
レ経
、
俄
而
群
虎
皆
去
」
と
云
ふ
て
居

る
。
懐
疫
隆
安
(

巳

一
〇
五
七

皇
糸

m
O
六
一
)
の
頃
に
は
繹
慧
鬼
が

あ

つ
て
.
「
多
栖
昌虜
山
谷
一修
昌灘
定
之
業
」
と
云
は
れ
、
賢
護
、
慧
開
、
慧
翼
、
及
び
支
曇
蘭

、
法
緒
等
が
あ

つ
て
、

跳
菓
安
灘
、
諦
経
し
念
佛
し
、
紳
異
を
顯
は
し
怪
鬼

を
下
し
た
と
云
ふ
≧
と
が
『
高
僧
傳
』
第
十

一
に
出
て
居
る
。
唆

た
道
安
の
門
下
の
道
立
の
如
き
竜
「
巖
居
濁
腱
、
不
γ受
昌供
養
一、
毎
潜
γ思
入
レ灘
、
転
七
日
不
γ起
、
如
γ此
者
歎
牟
〔
と

云
ひ
、
懐
π
慧
永
の
如
き
竜

「
疏
食
布
衣
、
率
以
絡
「歳
、

叉
別
立
昌
一
茅
室
於
嶺
上
一、
毎
y欲
翫
輝
思
一、
轍
往
居
焉
」
と
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云
ひ
、
猛
虎
を
馴
伏
せ
し
め
泥
と
『
高
侮
傳
』
第
六
に
詮

い
て
居
る
。
要
す
る
に
此
等
の
入
は
小
乗
の
灘
歎
を
實
修
し

禿
人
で
、
安
世
高
、
竺
法
護

等
の
翻
鐸
し
禿
灘
経
を
其
儘
、
自
己
に
膿
験
せ
ん
と
し
て
、
好
ん
で
深
山
幽

谷
に
猫
居

し
、
苦
錬
辛
修
し
た
脅
藤
者
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
而
し
て
此
の
時
代
に
注
意
す
べ
き

こ
と
は
念
佛

の

一
門
で
あ

つ

て
、
轡
藤

に
は
念
佛
と
か
講
経
と
か
を
唯

一
の
方
法
に
見
た
と

云
ふ
こ
と
で
あ
る
q
か
の
膿
山
の
慧
遠

の
如
き
竜
盛

ん
に
藤
観
を
修
し
な
が
ら
念
佛
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
念
佛
と
云
ふ
て
竜
今
日
云
ふ
が
如
き
念
佛
で
は

な
く
、
只
管
静
寂

を
旨
と
し
、
心
思
の
散
観
を
防

い
だ
と
云
ふ
に
過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

慧
遠
は
蔚
號
に
竜
云
ひ
し
如
く
澄
安
の
輪

下
で
、
蔚

然

一
家
を
爲
し
控
人
で
あ
る
。
東
晋

の
成

和
九
年

(皇
紬
九
九

四
)
に
生
れ
、

年

二
十

一
歳

の
時
、
道
安
が
太
行
の
恒
山
に
在

つ
て
、
般
若
を
講
ぜ
る
を
聴
き
、
舘
然
と
し
て
大
悟

し
、
弟
の
慧
持
と
共
に
出
家
し
て
道
安
を
師
と
仰

い
だ
の
で
あ

る
。
二
十
四
に
し
て
講
説
し
、
專
ら
般
若
思
想
に
老

荘
の
學
を
加
味
し
て
詮

い
カ
も
の
で
あ
ら
う
。
師

の
避
安
が
既
に
老
荘
の
學

に
通
じ
て
居
π
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

門
下
に
は
多
く
老
荘

の
學
に
通
じ

た
人
が
出
兜
の
で
あ
る
。
故
に
慧
遠

も
『
高
僧
傳
』
第
六
に
「
少
爲
昌諸
生
一、
博
綜
昌六

経
.、
尤
善
8荘
老
」
と
云
ひ
、
更
に
左
の
如
き
記
事
懐
で
載
せ
て
居
る
。

嘗
有
γ客
聴
レ講
、
難
播實
相
義
一、
往
復
移
γ時
彌
増
昌疑
昧
騨、
遠
乃
引
8荘
子
義
一爲
轟蓮
類
騨、
於
『是
惑

者
曉
然
、
是
後
安

公
特
腫
㌍
慧
遠
一不
悔
駿
昌俗
訟
日
,(『
大
正
藏
紹
』第
五
十
巻
三
五
八
丁
)

慧
遠
は
太
元
九
年
に
庵
働
の
清
秀
を
愛
し
て
龍
泉
精
含
に
入
ヶ
、
太
元
十

一
年
に
東
林
寺
を
建
て
、
・賢
哲
の
士
、
清

藤
宗
の
識
融
襲
蓬
に
就
い
て

融
一
丑
)
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輝
宗
の
教
學
褒
達
に
就
い
て

(
=
〈
)

信
の
考
を
集

め
て
自
蓮
肚
を
結
び
、
彌
陀
像
前
に
念
佛
を
唱

へ
禿
と
云
ふ

こ
と
は
有
名
な
こ
と
で
あ
る
が
、

之
れ
は

灘
観
か
ら
來
た
定
心
別
時
念
佛
で
あ

つ
て
、
習
灘
の
唯

一
の
方
法
と
し
て
、
佛
前
に
佛
相
、
佛
徳
を
観
じ
、
佛
名
を

唱

へ
つ
、
観
念
を
凝
し
禿
も

の
で
あ
ら
う
。
彼
れ
の
著
述
に
『
観
経
疏
』
一
巻
が
あ

つ
た
と
傳

へ
る
人
も
あ
る
が
(註
+

二
)今
は
な

い
の
で
委
し

い
こ
と
は
云

へ
な

い
。
彼
れ
の
著
述
に
就
て
は

『
大
唐
内
典
録
』

第
ご
一
に
十
四
部
合
三
十
五

巻
を
學
げ
て
居
る
が
、
そ
の
中
に
『
観
経
疏
』
は
見
當
ら
な

い
や
う
に
思
ふ
。

慧
遠

の
入
寂

は
東
晋

の
義
熈
十
三
年

(皇
紀
一
〇
七
七
)
八
十
四
歳
で
あ

つ
た
。
・即
ち
羅
什
よ
φ
は
慧
遠
が
十
歳
竜
年

長
で
は
あ

つ
海
が
、
そ
の
死
は
逞

る
＼
≧
と
四
年

で
あ

つ
禿
。
羅
什
と
慧
遠
と

は

一
は
關
中
に
在

蚤
、
他
は
南
方
謄

山
に
住
し
て
、
親
し
く
面
談
の
機
會

は
な
か

つ
た
や
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
互
ひ
に
書
を
往
復
し
、
塗
禿
羅
什
は
慧

逡

の
著
述
禿
る
『
法
性
論
』
を
見
て
賞
歎
し
禿
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
(註
+
三
)、
恐
ら
く
は
羅
什
の
輝
経
を
も
慧
蓮
は

見
て
居
泥
も
の
で
あ
ら
う
。
慧
遼
の
門
下
に
は
習
麗

に
志
し
た
人
と
し
て
、
曇
濟
、
法
安
、
曇
琶

の
如
き
が
あ

つ
た

が
、
他
方
に
は
念
佛
門
を
修
し
て
居
た
の
で
、
寧
ろ
慧
遠

の
門
下
は
念
佛
門
の
人
と
見
た
方
が
良

い
か
竜
知
れ
粗
。

慧
遠
の
迎

へ
π
佛
駄
践
陀
羅

の
弟
子
に
は
智
嚴
あ
ウ
、
寳
雲
あ
り
、
慧
観
あ
う
、
ま
た
玄
高
が
あ

つ
て
、
そ
の
門
下

に
は
理

々
禿
る
習
蝦
π者
が
出

て
居

る
の
で
あ
る
。

(
七
)

前
述

の
如
く
慧
遠
の
門
下
に
は
灘
と
念
佛
と
を
實
修
し
π
人
が
多

い
の
に
劉
し
て
、
佛
駄
駿
陀
羅

の
門
下
に
は
多
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く
灘
と
律
と
を
双
修
し
π
人
が
多

い
。
そ
の
中

に
竜
特
に
藤
法
に
蓮
じ
盛
名
を
馳
せ
た
の
は
繹
玄
高
で
あ
ら
う
。
玄

高

の
傳
は
『
高
僑
傳
』
第
十

一
に
出
て
居

る
が
、
姓
は
魏

、
本
名
を
璽
育
と
云
ひ
、
挑
秦
の
弘
始
四
年

ご
月
八
日

(皇
紀

一
〇
六
三
)
に
生
れ
、
十

二
た

し
て
出
家
、
麗
律
を
業
ε
し
、

後
に
佛
駄
蹟
陀
羅

に
就
て
學

び
、

ま
π
外
國
藤
師
曇
無

毘

に
從

つ
て
藤
法
を
受
け
、
そ

れ
よ
り
徒
衆

の
聚

る
竜
の
三
百
、
そ
の
中
に
於
て
も
玄
紹
、
玄
暢
、
檜
…隈
等
が
秀

で

、
居
た
や
う
で
あ
る
。
・即
ち
『
高
僧
傳
』
に
依

つ
て
見

る
と
、

有
呂玄
紹
者
一、
秦
州
朧
西
入
、
學
究
"諸
縄
層紳
力
自
在
、
手
指
出
『水
供
昌高
洗
…饗
、
其
水
香
浮
倍
異
3於
常
輔、
毎
得
6非

世
華
香
噂以
献
昌三
寳
㌦

霊
異
如
「紹
者
叉
十

一
人
、
紹
後
入
鵠堂
術
山
一蝉
醗
而
逝
。
(『大
正
藏
繧
』第
王
+
巻
三
九
七
了
)

と
云
ふ
て
居
る
。
ま
た
玄
暢

に
封
し
て
は
玄
高
が
元
嘉
二
十

一
年
九
月
十
五
日

(皇
紀
=

〇
四
)
四
十
三
歳
に
て
法
難

に
遭

ひ
裟
せ
ん
と
す
る
時
、
紳
力
を
現
じ
て
多
く
の
弟
子
に
向
ひ
、

の

大
法
鷹
化
随
『縁
盛
衰
、
盛
衰
在
財述
理
恒
湛
然
、
但
念
汝
等
不
'久
、
復
懸
ヴ如
『我
耳
、
唯
有
昌玄
暢
ロ、
當
『得
昌南
度
、

汝
等
死
後
法
當
昌更
興
聯、
善
自
修
'心
無
『令
働中
海
一(『
大
正
藏
経
』第
丑
十
巻
三
九
八
丁
)

と
逡
言
し
て
居
る
の
を
見
て
も
、
玄
暢

の
秀
儒
な
る
こ
と
が
知
れ
や
う
。
僑
隠

は
麗
律
兼
備
の
達
者
で
あ

つ
て
、
「
學

講
菖灘
門
鱒深
解
昌律
要
轍、
高
公
化
後
、
復
西
遊
芭

蜀
噂專
任
弘
通
し

と
云
ふ
て
居
る
。

而
し
て
此
の
時
代
に
は
多
く
の

習
縄
者
が
あ

つ
て
『
高
僧
傳
』
に
出
て
居
る
も
の
を
畢
げ

る
と
、
僧
周
、
慧
通
、
浄
度
、
僧
從
、
法
成
、
慧
覧
、
法
期

等
が
あ
る
。
申
に
竜
慧
覧
は
厨
賓
國
淀
遊
ん
で
違
磨
逮
へ註
+
四
)
に
職
法
を
學

ん
だ
入
で
あ
り
、
ま
た
法
期

は
智
猛

(髄

藤
捗
墾
の
駿

學
獲
蓮

に
晶瓢
い
て

(
一
七
)
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、藤
宗

の
敏
愚
襲
逡

に
就

い
て

(
一
八
)

圭

)
に
學
ぴ
、
更
に
玄
暢
に
遣
ふ
て
從
學
し
π
入
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
法
期

の
後
に
尚
ほ
修
藤
者
と
し
て

『
高
僑

傳
』

に
は
左
の
人
を
暴
げ
て
居
る
が
、
何
れ
も
灘
経
實
修
時
代

の
絡
ウ
に
属
す
る
人
と
見
て
良

い
。

慧 曇 僧 法 普 遽

明 超 審 曙 恒 法

元
徽

二
年
死
(皇
紀
一
;
颪
)

宋
昇
明
三
年
卒
、
七
十
八
(皇
紀
一
一
三
九
)

齊
永
明
七
年
卒
3於
爵
中
一、
春
秋
七
十
九
(皇
紐
=

四
九
)

齊
永
明
八
年
卒
、
春
秋
七
十
有
五
(皇
紀
=

謹
0
)

齊
永
明
十
年
卒
、
春
秋
七
十
四
(皇
紀
一
一
五
二
)

齊
建
武
之
末
卒
昌於
山
中
"、
春
秋
七
十
(畠
紀
=

臨
姻
)

巳
上
は
慧
遠
並
び
に
佛
駄
蹟
陀
羅
門
下
の
習
灘
者
を
墨
げ
禿
の
で
あ
る
が
、
そ
の
藤
法

の
内
容

は
知
る
こ
と
が
出

來
な

い
け
れ
ど
竜
、
恐
ら
く
は
『
逮
磨
多
羅
藤
経
』
所
明
の
藤
法
を
精
細
に
修
し
海
も
の
で
あ
ら
う
と
愚

は
れ
る
。
之

れ
に
樹
し
て
羅
伸
冊
下
の
習
藤
者
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ

つ
禿
か
と
云
ふ
に
、
そ
の
最
も
熱
心
な
る
習
麗
者

は
信
叡

で
あ

つ
た
や
う
で
、
そ
の
檜
傳
は
『
高
僑
傳
』
第
六
に
出

て
居

る
が
、
『
灘
法
要
』
即
ち
『
坐
藤
三
昧
経
』
を
羅
葎
に
講
ム

て
課
出
せ
し
め
、
そ
れ
を
日
夜
に
修
習
し
、
唆
た
西
方
を
欣
求
し
た
や
う
に
書

い
て
あ

る
。

什
歎

日
、
吾
傳
菖謬
経
論
一、
得
昌與
レ子
相
値
一、
眞
無
y所
レ恨
突
、
著
呂大
智
論
十
二
門
論
中
論
等
諸
序
噂、
並
馨
旨大
小
晶

法
華
維
摩
思
盆
薗
在

王
藤
経
等
序
哺、
皆
傳
轟於
世
噂、
初
叡
善
擾
昌威
儀
㎞弘
賛
昌経
法
"、
常
廻
轟此
諸
業
噂願
隅生
昌安
養
"。

1a



云
云
(災

護

響

釜

+
懸
三
穴
四
丁
)

=

僧
叡
の
薯
し
海
経
序
は
『
幽
三
藏
寵
集
』
に
出
て
居
る
が
、
そ
れ
等

に
依
つ
て
僧
叡

の
灘
怯
を
湾

へ
て
見
る
と
、「
灘

怯
渚
祠
撹
之
劒
潤
、
泥
渣
之
津
径
也
」
と
云
ひ
、
「
日
夜
修
習
、
逡
精
魯錬
五
門
一善
入
ユ
ハ
静
・」
と
あ
る
か
ら
、
決
し
て

進
ん
だ
"輝
親
で
は
な
か

つ
禿
ら
う
と
思

は
れ
る
。
そ
れ
よ
う
も
寧
ろ
輝
宗
敷
學
の
襯
達
と
し
て
大
に
注
意
す
べ
き
も

の
菰
滑
肇
と
遣
生
と
の
思
想
で
あ

つ
て
、
後
淺
の
輝
親

に
非
常
に
影
響
し
た
も

の
で
は
な
か
ら
う
か
。

(
八
)

羅
什
門
下
塗
は
『
高
偲
傳
』
に
戴
す
る
竜
の
＼
み
に
て
竜
三
十
三
人
、
そ
の
中
に
於
て
特
に
秀
で
禿
略
の
は

「
時
人

稽
『之
日
、
通
情
則
生
融

上
首
、
精
難
則
観
肇
第

一
」
(融
+
六
)
と
云
ひ
、
遣
生
と
遣
融
と
は
能
く
人
の
疑
情
に
通
じ
、

慧
観
と
信
肇
と
は
善
く
其

の
問
難
を
靖
ん
じ
た
と
云
ぷ
≧
と
で
あ
る
。
そ

の
中
、
僧
肇
は
羅
什
の
最
初

の
弟
子

で
あ

つ
て
、
羅
什
が
姑
藏

に
至
ウ
し
時
、
遠
く
行

つ
て
之
に
随
從
し
、
羅
什

の
嵯
賞
す
る
こ
と
極
う
な
く
、
十
八
裁
淀
し

て
共
起
長
安
に
來
禿
人
で
あ
る
。
『
高
僧
傳
』
第
六
に
依

つ
て
見
る
と
、

家
貧
以
昌傭
書
爲

シ業
、
遽
因
8繕
爲
鯖、
乃
歴
畠観
輕
更
騨備
鑑
昌墳
籍
一、
志
好
昌玄
徴
一、
侮
以
昌荘
孝

爲
呂心
要
・、
嘗
讃
畠老

子
鐙
徳
章
階、
乃
歎
日
、
美
則
美
突
、
然
期
島棲
紳
冥
累
之
方
・、
猫
未
γ審
「善
、

後
見
譜奮
維
摩
経
・、
獣
喜
頂
受
披
尋

翫
殊
、
乃
言
始
知
γ所
『鋪
尖
。
(『
大
正
藏
経
』
第
五
+
餐
一一六
五
丁
)

㌦

乏
云
ふ
て
居

る
。
彼
れ
の
著
述
と
し
て
は
『
肇
論
』
『
寳
藏
論
』
『
註
維
摩
輕
』
を
始
め
、
『
出
三
藏
記
集
』
に
載
せ
て
居

轟
宗
の
教
學
鍍
蓮
に
就
い
て

.

(
一
九
)



潔
宗
の
教
學
襲
蓮
に
就
い
て

(二
〇
)

る
『
維
摩
纏
序
』
『
長
阿
含
経
序
』
『
百
論
序
』
等
で
あ
ら
う
。
『
肇
論
』
の
内
容
は
四
篇
で
あ
つ
て
、
『
物
不
遷
論
』
『
不

眞
空
論
』
『
般

若
無
知
論
』
『
浬
榮
無
名
論
』
と
で
あ
る
。
即
ち
『
高
僧
傳
』
に
依

つ
て
見
る
と
、
師

の
羅
什
が
『
大
品
般

若
』
を
課
出
す
る
や
、
そ
れ
に
依

つ
て
便
ち
『
般
若
無
知
論
』
二
千
飴
言
を
著
し
て
、
羅
什
の
賞
讃
を
買
ひ
、
後
に
『
不

眞
空
論
』
『
物
不
蓬
論
』
の
二
篇

を
著
し
、
更
に
羅
什
の
波
後
に
及
ん
で
『
浬
繋
無
名
論
』
の
名
著
を
出
し
カ
と
云
ふ

こ

と
で
あ
る
。
そ
の
『
浬
繋
無
名
論
』
に
云
く
、
殉

夫
浬
繋
乏
爲
『遣
也
、
寂
蓼
虚
鑛
、
不
レ可
智以
錫形
名
一得
亀、
微
妙
無
相
囑
不
γ可
.以
昌有
心
知

μ

然
則
言
y之
者

失
・其
眞
・、
知
『之
者
返
昌其
愚
輪、
有
》之
者
乖
昌其
性
輔、
無
y之
者
傷
昌其
纒
"、
所
以
羅
迦
掩
2室
於
摩
蜴
囎、
浮
名
杜
"口
於

毘
耶
一、
須
菩
提
唱
昌無
説
}以
顯
『遣
、
繹
梵
乃
絶
γ購
而
雨
『花
云
云
(『績
藏
経
』
第
一
輯
第
二
編
第
一
套
第
一
班
三
八
丁
)

と
云
ひ
、
或

は
「
夫
至
人
塞
洞
無
レ象
、
而
萬
物
無
『非
昌我
造
」
と
云
ひ
、
或

は
「
天
地
與
「我
同
根
、
萬
物
與
「我

一
禮
」

と
云

ひ
、
或

は
「
菩
提
之
道
不
レ可
轟圖
度
一、
高
而
無
『上
」
と
云
ひ
、
み
な
良
く
麗
門
の
妙
諦
を
道
破
し
π
竜
の
と
云
ひ

得

る
で
は
な

い
か
。
'

ま
ヵ
『
寳
藏
論
』
の
内
容
は
三
篇

で
あ
っ
て
『
廣
照
塞
有
品
』
『
離
微
膿
澤
品
』
『
本
際
虐
玄
品
』
と
で
あ
る
。

い
唆
其

の
中
の
『
廣
照
察
有

晶
』
の
最
初
の
丈
を
畢
げ
る
な
ら
ば
、

`

塞
可
γ塞
非
8眞
塞
頓、
色
可
レ色
非
醤眞
色
一、
眞
色
無
γ形
、
眞
塞
無
騨名
、
無
名
名
之
父
、
無
色
色
之
母
、
爲
翻萬
物
之
根

源
一、
作
嵩天
地
之
太
租
一、
上
施
鴇玄
象
凹、
下
列
8冥
庭
"、
元
氣
含
於

大
象
一、
大
象
隠
漏於
無
形
柳へ『績
藏
経
』
第
一
輯
第
二
編

20



第
一
套
第
一
茄
ご
三
丁
)

と
云

ひ
馬
或

は
「
唯
道
無
事

、
古
今
常
貴
、
唯
遣
無

心
、
萬
物
圖
備
故
、
遣
無
相
、
無
形
無
事
、
無
意
無
心
」
と
云
ひ

或
は
「
央
天
地
之
内
、
宇
宙
之
問
、
中
有
昌
一
寳
騨、
秘
在
昌形
山
一」
と
云
ひ
、
或

は
「
聖
人
不
7断
γ妄
禾
"謹
γ眞
、
可
7謂
昌萬

用
両
自
然
一実
」
と
蓉
ふ
が
如
き
は
、
共
に
前
賢
の
未
だ
嘗
て
遣
破
せ
ざ

る
と
こ
ろ
、
而
か
惑
後
來
灘
門
の
常
套
語
と

な
り
し
も
の
で
は
な

い
か
。
實

に
此
の
『
寳
藏
論
』
の
如
き

は
、
僅
か
に
二
十
五
紙

の
小
篇
で
あ

る
が
、
そ
の
全
篇

の

悉
く
が
言
外

の
妙
悟
を
横
浴
せ
し
め
て
居
る
も
の
＼
や
う
に
思
ふ
。
そ

の
他
『
註
維
摩
纒
』
に
於
て
竜
、

無
読
量

日
γ不
γ言
謂
庭能
無
編其
所
読
・、
無
聞
豊
日
「不
レ購
謂
巨能
無
8其
所
聞
一、
無
昌其
所
読
散

終
日
設
再
未
置嘗
説
口也
、

無
昌其
所
聞
鱒故
絡
日
聞
砺
未
昌嘗
聞
一也
。
(『謎
維
躍
経
』巻
二
。
二
四
丁
)

と
云
ひ
、
或
は
「
大
士
美
悪
齊
γ旨
、
道
俗

一
観
故
、
終
日
凡
夫
終
日
道
法
也
」
と
云
ひ
、
或

は
「
解
脱
之
道
無
形
無
相

逆
シ之
不
y見
昌其
首
一、
尋
γ之
不
γ見
呂其
後
鳳、
砂
葬
無
γ醗
」
と
云
ひ
、
或
は
「
至
人
無

心
、
無

心
則
無
レ封
、
無
γ封
則
無
彊
、
、

封
彊
既
無
則
其
智
無
レ涯
、
其
.智
無
ひ涯
則
所
γ照
無
際
」
と
云

へ
る
語
を
始
め
、
全
十
霧
に
註

せ
ら
れ
て
居

る
藤
旨
は
今

更
こ
、
で
述
べ
る
ま
で
も
な

い
、
實
に
良

く
云
ひ
得

て
居

る
の
で
、
從
來
の
灘
宗
敏
學

に
は
深
大
の
影
響
を
及
ぼ
し

た
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
彼
れ
は
羅
什
の
波
し
π
翌
年
、
即
ち
晋

の
義
熈
十
年

(皇
紀
一
〇
七
四
)
春
秋
僅
か

に
三
十
有

一
で
小

れ
た
。
ま

こ
と
に
惜

し
む
べ
き

之
と
で
あ
る
。

(
ぬ

)

颪
…宗
の
一教
…學
糞
逡
に
就
い
て

(二
一
)

21



紹
醤
添
の
教
學
漆
凧鹸
隅に
蹴
い
て

(
二
二
)

次
ぎ
に
道
生
の
傳
記

は
『
出
三
藏
記
集
』
第
十
五
『
高
僑
傳
』
第
七
等

に
出
て
居
る
。
彼
れ
は
始

め
竺
法
汰
に
從

つ
て

出
家
し
、
大
に
其
の
堂
に
入
つ
禿
後
、
底

釦
に
幽
棲
す
る
こ
と
七
年
、
慧
叡
、
慧
嚴
と
共
に
長
安
に
行

つ
て
羅
什
に

學
び
、
閣
中
の
{慣
衆
そ
の
脚
悟
に
驚

い
禿
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

い
懐
『
高
僧
傳
』
に
依

つ
て
見
る
と
、

生
既
潜
『思
日
久
徹
昌悟
言
外
葡、
廼
唱
然
歎
日
、
央
象
以
鑑
『意
、
得
伊意
則
象
忘
、
言
以
詮
伊理
入
γ理
則
言
息
、
、
自
腐経

典
東
流
鱒鐸
人
重
阻
、
多
守
昌滞
文
一鮮
レ見
講圓
義
賜、
若
忘
レ察

取
7魚
、

始
可
"與
言
ワ這
夷

、
於
γ是
校
昌閲
眞
俗
一研
欝思
因

果
一、
廼
立
昌善
不
受
報
頓
悟
成
佛
一、

叉
著
昌二
諦
論

、
佛
性
當
有

論
、
法
身
無
色
論
、
佛
無
澤
土
論
、
鷹
有
縁
論
等
瓢

籠
呂軍
奮
説
鱒妙
有
"淵
旨
"、
而
守
文
之
徒
、
多

生
昌嫌
疑
一、
與
奪

之
聲
紛
然
競
起
。
(『大
正
藏
経
』第
五
+
巻
三
六
六
了
)

と
去
ぶ
て
居
る
が
、
彼

れ
の
頓
悟
成
佛
の
説
は
素
よ
り
先
古
未
駿
の
卓
見
で
あ

つ
て
、
大
に
研
究
せ
な
け
れ
ば
な
ら

鳳
澗
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今

の
と
こ
ろ
、
そ

の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
唯
だ
彼
れ
の
著
述
と
云

へ
る

『
法

華
経
疏
』

二
巻
、
『
註
維
摩
纒
』
に
顯

は
れ
虎
る
遣
生
の
読
等
に
依

つ
て
知

る
べ
き
で
あ
る
。
・即
ち
『
法
華
経
疏
』
に
は

「
既
云
三
乗
是

一
、

一
切
衆
生
、
莫
γ不
"是
佛
」
と
か
「
欲
甘明
蛎衆
生
大
悟
之
分
皆
成
昌於
佛
"、
示
昌此
相
噌耳
」

(『墾

羅

』第

轟

第
二
編
乙
第
二
+
三
套
第
四
冊
四
〇
八
了
)
と
か
云
ひ
、
ま
カ
『
註
維
摩
経
』
に
は
「
無
得
爲
γ得
、
無
謹
爲
セ謹
、
砦
有
ツ得
則

不
F得
也
、
以
5不
得
鱒爲
γ得
」
と
か
「
無
債
寳
珠
是
海
之
所
成
、

一
切
智
寳
亦
是
煩
櫛
所
作
也
、
要
入
昌煩
幡
海
中
・求
》之

然
緩
得
尖
」
と

か
云

へ
る
如
き
は
、
そ
の
読
の

一
班
を
髪
髭

せ
し
め
る
も
の
と
云
ム
て
良

い
。
ま
控
彼
れ
は
六
巻

の

『
泥
泡
灘
』
が
渡
來
し
だ
の
で
、
そ
れ
を
盛
ん
に
講
読
し
、
終

に
淵
旨
を
得
て
、
「
一
關
提
人
、
皆
得
・成
佛
」

と
鳴
破

飽



せ
も
れ

陀
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
當
時
は
、
末
だ
『
大
本
泥
漉
経
』
の
渡
家
せ
な
か

っ
乾
巳
前
の
こ
と
、
て
、

守
文
の
徒
よ
}

一
波
瀾
を
起
さ
し
尤
と
云
ふ
こ
と
竜
無
理
な

い
こ
と
で
あ
ら
う
。
彼
れ
は
「
若
我
所
『読
反
昌於
経
義
繍者

請
於
菖現
身
"即
表
漏属
疾
曽、
若
與
菖實
相
働不
昌相
蓮
背
"者
、
願
捨
y壽
之
時
縷
昌師
乎
座
乙
と
誓

つ
禿
と
云
ひ
、
絡

に
『
大
本

泥
疸
経
』
の
渡
來
に
遭

ひ
、
「
一
切
衆
生
、
悉
有
佛
性
」
の
経
競
に
依

つ
て
、
彼

れ
の
先
見
に
驚
き
、
大
に
敬
服
し
禿

と
云
ふ
こ
と
が
『
高
信
傳
』
に
出

て
居

る
。
彼
れ
は
宋
の
元
嘉
十

一
年
冬
十

一
月
庚
子
(皇
紀
一
〇
九
四
)
に
、
櫨
山
精
含
に

残
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
弟

子
に
道
猷
、
僧
珪
あ
り
、
遣
猷
の
弟
子
に
道
慈
あ
壷
、
共
に
道
生
の
義
を
祀
述
し
、

ま
π
道
生
と
同
門
の
人

遊
る
慧
観
も
、
後
に
遣
生
に
興
鳴
し
て
頓
悟
読
を
立
て
禿
の
で
、
『
高
僧
傳
』
に
は
「
著
鵠辮
宗

論
、
論
頓
悟
漸
悟
義
、
及
十
喩
序
賛
、
諸
経
序
等
鱒、
皆
傳
昌於
世
一」
と
云
ふ
て
居
る
。
『
出

三
藏
記
集
』
に
は
慧
観
の

序
と
し
て
『
癒
山
修
行
方
便
輝
輕
序
』
『
法
華
宗
要
序
』
『
脾
覧
輕
序
』
等
が
載
せ
て
あ
る
。
慧
観

の
弟
子
拠
有
名
な
法

瑳
が
出
て
居

る
が
、
『
高
僧
傳
』
第
八
に
依

つ
て
見
る
と
、
「
後
入
昌盧
山
・守
レ艀
味
γ灘
、
澄
魯思
五
門
轍遊
昌心
三
観
し
と
云

泓
、
宋

の
丈
帝
に
甥
し
て
生
公
頓
悟

の
義

を
申
べ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
法
瑳

の
弟
子
の
檜
宗

も
頓
悟
説
を
租
述

も
π
と
云
ふ

こ
と
で
あ
る
。
棲
禿
羅
什
の
弟
子
の
鱈
業
に
曇
斌
と
云
ふ
も
の
が
あ

つ
た
が
、
こ
れ
ま
禿
…熾
ん
に
頓
悟

⑳
圭
義
を
濃
揮
し
た
の
で
有
名
で
あ
る
。
術
ほ

『
高
曾
傳
』
に
は
道
生
の
佳
し
て
居
π
龍
光
寺
の
後
に
は
寳
林
が
住

し
.
そ
の
弟
子
の
怯
寳
並
び
に
同
じ
く
龍
光
・寺
に
住
し
禿
恵

生
等
み
な
悉

く
遣
生
の
諸
義
を
述
べ
拠
と
云
ふ
こ
と
が

磐

い
て
あ
る
が
"、
兎
に
角
、
「撹
生
の
學
読
は
大
に
其
の
當
蒋
に
喧
傳
さ
れ
尤
こ
と
は
事
實
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
、

輝
宗
の
敷
皐
護
播
に
靴
い
て

(二
三
)

お



燦
宗
の
教
學
襲
達
に
就
い
て

(二
四
)

そ

の
爲
め
に
灘
観
ま
で
が
新
味
を
加

へ
て
、

一
灘
し
だ
と
は
云

へ
な

い
や
う
に
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
宋

の
丈
帝

(
皇

紀

一
℃
略
既
)
が
頓
悟
主
義
の
信
を
天
下
に
覚

め
ら
れ
た
と
云
ふ
事
實
が
『
高
僧
傳
』
に
読
か
れ
、
法
瑳
が
勅
に
依

つ
て

頓
悟

の
旨
を
申
べ
禿
る
を
聞
き
、
「
常
謂
生
公
残
後
微
言
永
絶
、
今
日
復
聞
昌象
外
之
談
一、
可
》謂
天
未
γ喪
轟斯
交
一也
」

と
云
ふ
て
嘆
ぜ
ら
れ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
筒
ほ
未
だ
盛
ん
で
あ
つ
た
と
は
思
は
れ
な

い
。
要
す
る
に
此
の
時

代
は
麗
輕
實
修
時
代
で
あ

つ
て
、
,
『
麗
経
』

の
所
読
に
依

つ
て
實
修
を
勘
め
、

多

く
は
小
乗
の
五
門
の
藤
観
を
主
と

し
、
そ
れ
に
多
少
の
大
乗
的
理
議
を
加

へ
て
解
繹
し
た
と

云
ふ
程
の
竜
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

註

一

境
野
博
士
『
支
那
佛
敏
史
講
話
』
上
巻
五
四
四
丁
屡
照
、
そ
の
理
由
に
云
く
、
『
囲
三
藏
記
集
』
に
羅
什
課
あ
る

之
と
を
云
は
ず
し
て
、
唯
だ
曇
摩
密
多
謬
の
み
を
記
し
、
『
歴
代
三
寳
記
』
に
至

っ
て
、
始
め
て
支
謙
課
と

羅
什
謬
と
が
記
載
せ
ら
れ
、
『
開
元
録
』
が
認
容
し
禿
ま
で
讐
あ
る
と
。

註

二

佐
藤
泰
舜

氏

『
國
謬

一
切
経
』
経
集
部
第
四
竃
丁
屡
照
、
そ
の
理
由
に
云
く
、
灘
経
は
特

に
略
名
、
通
名
が

用
ひ
ら
れ
、
彼

此
混
同
し
易

い
け
れ
ど
竜
、
他
に
羅
什
鐸

田
の
顧
経
で
、

之

れ

に

似

π
名
稽

の
も
の
は

『
藤
法
要
解
』
二
巻
『
暉
輕
』
三
巻
(
現
在
二
巻
に
て

『
坐
藤
三
昧
維
』
の
≧
と
)
の
二
つ
で
あ
る
が
、
『
出
三
藏

記
集
』
に
は
此
の
二
種
の
名
が
明
記
し
て
あ

つ
て
、
更

に
『
隙
法
要
』

三
巻
を
列
ね
て
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を

ば
『
紳
秘
要
法
経
』
と
見
た
な
ら
ば
良

い
の
で
あ
る
と
。

註
三

白
骨
流
光
観

の
と

≧
う
に
云
く
、
「
佛
読
昌諸
法
無
來
無
去
聰、

↓
切
性
相
皆
亦
塞
寂
、
諸
佛
如
來
是
解
脱
身

別



解
脱
身
者
則
是
眞
如
、
眞
如
法
中
無
レ見
無
¥得
、

作
昌此
想
蒔

、
自

然
當
「見
昌
一
切
諸
佛
し

と
、
設
舟
後
の

察
観
の
と

之
う
に
云
く
、
「
観
昌渥
薬
性
、
寂
滅
無
相
一、
槻
呂生
死
相
、
悉
同
昼如
實
際
一、
作
3此
観
嗣時
、
不
γ

願
一生
死
"、
不
レ樂
轟浬
薬

軸、

観
風生
死
本
際
空
寂
.、
観
.混
榮
性
相
皆
同
入
レ塞
、
無
汐有
a和
合
し
と
、
≧
れ
等

は
共
に
大
乗
的
の
説
明
で
あ
つ
て
、
境
野
博

士
が
『
支
那
佛
敷
史
綱
』
二

五
了
に
、
『
輝
秘
要
法
経
』
を
以
て

大
乗
の
も
の
と
す
る
の
は
、

之
れ
等
の
読
明
が
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
が
、
し
か
し
私

は
纒
の
発
髄
を
通
じ

て
小
乗
的

の
も
の
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

註
,四

境
辱
博

士
『
支
那
佛
教
史
講
話
』
上
巻
五
四
九
丁
参
照
、
そ
の
理
由
に
去
く
、
『
阿
蘭
若
習
藤
法
経
』
を
求
那
蹟

陀
羅
と
し
た
の
は
、
李
廓
が
践
陀
鐸
と
傅

へ
し
竜
の
を
誤

0
た
の
に
蓮

ひ
な
く
、
そ
れ
は
求
那
践
陀
羅

で

は
な
く
、
蓋
し
佛
陀
蹟
陀
羅
で
あ
つ
て
、
其
の
『
達
磨
多
羅
灘
経
』
即
ち
塵

山
の
『
灘
経
』
と
羅
什
の
所
謂
關

中
の
『
藤
輕
』
と
の
混
雑
か
ら
來
π
誤
謬
で
あ
ら
う
と
。

註
五

『
高
僧
傳
」
第
六
の
僑
叡

の
傳
に
竜
、
㌔
常
歎

日
、
経
法
錐
レ少
足
γ識
菖因
果
"、
灘
法
末
レ傳
暦
レ心
無
7地
、
什
後

至
γ關
、
因
請
出
呂藤
法
要
三
巻
鱒、
始
是
鳩
摩
羅
陀
所
F製
、
末
是
馬
鳴
所
y説
、
中
間
是
外
國
諸
聖
共
造
」
と

曇
ふ
。
素
よ
り
佛
読
で
は
な
く
、
諸
家
の
灘
要
を
抄
集

し
禿
竜
の
で
あ
る
か
ら
『
藤
法
要
』
と
云
ふ
力
竜
の

で
あ
ら
う
が
、
≧
れ
を
重
要
規
し

て
経
の
名
目
を
附
し
、
『
灘
輕
』
と
か
『
坐
灘
三
昧
経
』
と
か
云
ふ
や
う
に

な

つ
た
竜
の
で
あ
ら
う
。

縮
騨宗
の
教
學
嚢
蓮
に
就
い
て

(
二
蕊
)

訪



藤
宗
の
敬
療
離
…漣
忙
靴
い
て

(二
貞
)

註
六

『
歴
代
三
寳
記
』
第
八
に
云
く
「
弘
始
四
年

正
月
五
日
禺
」
と
あ
垂
、
屡
照
せ
よ
。

註
七

『
修
行
渣
地
輕
』
第
二
の
「
扮
劉
相
品
」
に
於
け
る
三
75
の
読
朋
と
鐘
較
す
播
と
、
類
似

の
黙
も
あ
る
が
、
竜
ま

距
説
明
縦
於
て
粗
蓮
す
る
織
も
あ
る
か
ら
、
直

ち
に
『
修
行
遣
地
輕
』
に
依

つ
て
抜
餌
し
禿
竜
の
と
も
云

へ

磁

い
。

註

八

六
種
の
懇
豊
作
用
と
は
欲
鋸
、
瞑
悉
畳
、
憎
畳
、
親
里
聾
、
國
土
畳
、
不
死
畳
を
云
ふ
、
ま
疫
八
魯
　を
説

く
経
論
竜
あ
φ
。

註
九

第

一
の
四
無
量
心
観

は
慈

心
親
、
第
二
の
不
浮
観
と
第
三
の
自
骨
観
と
は
不
浮
槻
、
第
四
吻
観
佛
三
糠
鞍

よ
塑
第
八
の
観
無
量
壽
佛
法
壊
で
は
念
佛
観
、
第
九
の
諸
法
實
相
観

は
因
線
観
、
第
十

の
法
華
三
昧
観

法

は
念
彿
観
従
牧
め
て
見
る
之
と
が
出
來
る
。
故
に
数
息
観
を
除

い
禿
五
門
の
顧
観
と
見
て
良

い
。

註
"十

『
藤
學
研
究
』
第
十

一
、
第
十
二
、
第
十
三
號
に
於
け
る
拙
稿
「
麗
宗

の
立
租
相
承
に
就
て
」
の
中
に
於
て
、
、

『
蓮
磨
多
羅
濾
脛
』
の
内
容
を
蓮
べ
た

ヒ
と
が
あ
る
。
参
照
せ
よ
。

註
十

一

『
出
三
藏
記
集
』
拡
は
八
巻
と
云
ひ
、
『
高
檜
傳
』
に
は
六
巻
と
云
ひ
、
現
藏

本
に
は
十
借
と
な
る
ゆ
『
大

正
藏
輕
』
第
十
五
瑠
六
四
五
丁
巳
下
に
敬
む
。

註
十
二

『
樂
邦
丈
類
』
に
載
す
る
天
豊

の
謹
式
の
『
牲
生
西
方
略
傳
序
』
に
云
く
、
「
此
方
諸
法
師
灘
師
、
各
造
y論

薯
レ疏
光
昌讃
西
方
輔、
避
安
法
師
往
生
論
六
巻
、
憲
還
法
師
造
菖親
経
疏

一
霧
一」

あ



註
十
三

註
十
四

註
+
五

註
十
六

『
高
信
傳
』
第
六
の
慧
遠
傳
に
云
く
、

「
因
著
呂法
性
論
一日
、
至
極
以
昌不
凝
一爲
7性
、
得
「性
以
。禮
極
一爲
3
不

羅
什
見
γ論
而
歎

日
、
邊
國
人
未
y有
γ維
、
便
闇
與
γ理
合

、
豊
不
レ妙
哉
」
と
。

達
磨
達
は
師
子
奪
者
の
弟
子
に
て
『
景
徳
傳
燈
録
』
第
二
、
『
傳
法
正
宗
記
』
第
九
等
を
参
照
せ
よ
。

智
猛
は
雍
州
京
兆

の
入
、
印
度
に
行
き
、
『
混
…榮
経
』
の
原
本
を
携

へ
來
禿
人
で
『
高
僑
傳
』
第
三
を
屡
照

せ
よ
。

『
肇
論
新
疏
游
匁
』
に
此
の
語
を
羅
し
て
云
く
、
「
生
公
融
公
能
通
昌人
疑
情
一、
観

公
肇
公
善
靖
菖其
問
難
一」

と
o

認

諏
宗
⑫
簸
趣
激
逡
鷹
麟
い
て

(
二
豊



輝
宗

の
敬
墨
・褒
達

に
就

い
て

三

八
)

●

お


